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　被験者は、4分 聞の 等速度走 を 1分 間の 休息をは さみ、20m 〆min

ず つ 増速 し、6 − 8回走行 した。1分 間の 休息 中に小 指 よ り採血 し、
血 中乳酸濃度を分析 した 。 その 後約 10分の休 憩を と り、最大酸 素

摂 取量 を得 る た め に 、速度 は
一

定で 傾斜 を 1分毎 に 1％ ずつ 増大

し、オ
ー

ル ア ウ トまで 走行 させ た。
　テ ス ト中、視覚障害者は安全確保の た め に手す りを持 っ て走行

した 。 こ の こ とが テ ス ト結果に影響す るか 否か を確認する た め に 、
弱視者 と晴眼者に通 常の 両腕で の 腕振 りの 走行 と、ア イマ ス ク を

して 手す りを持 って の 走 行 との比 較 を行 っ た。
　 そ の 結果、晴眼者の 平均 マ ラソ ン ペ

ー
ス は、LT ペ

ー
ス と よ く

一
致 して い た が、視覚 障害者 の 平均 マ ラ ソ ン ペ ース は 、LT ペ ー

ス よ り遅 い ペ ース で あ っ た。ま た、手す りを持 っ て の 走 行 は テ ス

ト結果 に影響を及ぼ さない こ とが確認 された。
　 その た め、視 覚障害者が手す りを持 っ て 走行す る トレ ッ ドミル

ラ ン ニ ン グ テ ス トの 結果 は、晴眼者 と同様 に持久性能力の 評価 が

出 来る こ と に な る。
　 視覚障害者 の マ ラ ソ ン ペ ー

ス が LT ペ
ー

ス よ り遅 い こ とは、マ

ラ ソ ン レ
ー

ス 中の 伴 走者の 伴走方法、コ
ー

ス の 地形 な どの 視 覚障

害者の 持 久性能力以外 の 要因が 関与 して い る こ とを示唆す る もの

で ある。

ジャ パ ン パ ラ リン ピッ ク出場チ ェ アス キーヤー
に お け るア ウ トリ

ガー
の 重要 性につ い て

○田 中　利明 （大阪体育大学大学院）

　矢部京之助 （大阪体育大学）

【目的】チ ェ ア ス キ
ー操作 の 上 で 重要 な 役割 を果 た す ア ウ トリガ

ー
は 多くの 用途が ある 。 そこ で、本研究の 目的は チェア ス キ

ー
選

手が ア ウ トリガ
ー

を操作する と きの 意識 や、改 良の 有無 を確 認 し、
トッ プア ス リ

ー
トに と っ て ア ウ トリ ガ

ー
が どれ ほ どの 重 要性 を持

っ て い る の か を ジ ャ パ ン パ ラ リ ン ピ ッ ク に参加 の チェア ス キ
ー

選

手に ア ン ケ
ー

トにて 調査する 。

【方法】岩手県 安比 高原 ス キー場 で 行わ れ た 「2003 ジ ャ パ ン パ ラ

リ ン ピ ッ クス キ
ー競技大会 ア ル ペ ン 競技 」 に 出場 した チ ェ ア ス キ

ー
ヤ
ー32名に ア ンケ

ー
ト用紙 を送付 した 。 送付 にあた り日本 チ ェ

ア ス キ
ー
協会の 承認 と協力 を得、チ ェ ア ス キ

ー
協会 よ り各選 手個

人宛 に 送付 した。送付時期 は 2003 年 4月上 旬。回収 方法は 各 自記

入 後、返 信用 封筒 にて 回収した 。

【結果】ア ンケ
ー

ト結果 よ り、ア ウ トリ ガ
ー

の 角度 を気 に して い

る 選手は、15名中 ll名で 、その うち角度 を知 っ て い る 選手は 5名
で あ っ た。また、角度 を気 に して い ない 選 手 も3名 い た。また、
重量 を気に す る と回答 した 選手は 15名中 12名 とな った 。 そ の 中

で 実際 に 重 さ を知 っ て い る選手 は 5名 で ある 。 ア ウ ト リ ガ
ー

の 重

要度 に 関 して は、15名全員が 重要で ある と回 答 し、且 つ 無 い と滑

れ な い と同答 した選手は 14名に 及ん だ 。

【考察】以 上 の 結果 か ら、ア ウ トリガ
ー

の 角度、重量 を気 にす る

選手 は と もに高い 数字 と な っ た。ア ウ トリガ ーの 重要性 につ い て

も15名全貝 が重 要 と 回答 して お り、13名 が 改 良 を行 っ てい た。こ

の よ うに、ジ ャ パ ン パ ラ リ ン ピ ッ ク に参加 した チェア ス キ
ー

選手

は ア ウ トリ ガ
ー

の 性能 に 高い 関心 を持 っ て い る こ とが 明 ら か で あ

る 。しか しジ ャ パ ン パ ラ リ ン ピ ッ ク に参加 する レ ベ ル の 選手で あ

っ て も、ア ウ トリガ
ー

の 角度 や 重 さ を知 らな い 選手が 多い とい う

こ と も今 回の 調査で 明 らか に な っ た 。 また、ア ウ トリガ
ー

の 使用

方法 に つ い て は全体 的に バ ラ ン ス を重視 して い る 選手の 多い こ と

が 示唆 され た。

水中運 動 前後の 体温 変化につ い て

一障害の あ る幼児の 水中運勳教 室の 実践 か ら一

○小 林　敏枝 （清泉女学 院短期大学）

　加藤　光朗 （長 野赤十字上山田 病院整形外科）

　半田 　貴子 （長野赤十宇病院リハ ビリテ
ー

シ ョ ン科 ）

［目的］ 障害 の ある 子 ど もに とっ て 水 なれ、呼吸、リ ラ ク ゼ
ー

シ

ョ ン 浮 く、泳 ぐな どの 水中で の 動きの 体験は、身体的 に も精神 的

に も様々 な効果が 期待 で きる 。 しか し幼児で あ る こ と ・障害が あ

る こ とか ら安全面 へ の 不安 がある こ と も事実で あ る。そ こ で 今 回

は 運動前後の 体温 を測 定し水中運動 の 体温へ の 影響 を検 証 し、コ

ン デ ィ シ ョ ニ ング チ ェ ッ ク と して の 体 温測定の 有用性 につ い て考

察 した。
［対象］水 中運 動 教 室 に通 う、4名 の 二 分 脊椎児 〔開始時年齢 ・麻
痺 レベ ル は そ れぞ れ3歳Th12、2歳 L4、1歳 L5、1歳 L5） と9名

の 脳 性 まひ 児、合計 13名 を対 象 と した。
［方法ユ本教室 は平 成 13年 よ り毎月2 回行 っ て い る。入水 時 間約

4 分 間、プール 環境 は水 温 32度、室温 32度の 屋 内プール （水深
105〜130cm） で あっ た。水 中運動 開 始前の 体温 と終了後の 体温

を測定 した。入 水前 はセ ン ターの ロ ビー 〔室温約23度更衣前） で

終了時の 体温は 同セ ン ター内の 談話室 （室温約23度更衣後）で測

定 した。測定に は簡易体温計を用い た。

［結 果 ］水 中運 動前 後の 体 温差 （後
一

前 ）の 平均値 ± 標準 偏差値

を示す。
　今 回対 象 と した全例 （13例）で は、− 0．18± O．19度で あ っ た 。

障害別 で は、脳性 まひ 児 （9例）は
一

〇．13 ± 020 度、二 分脊椎児

（4例）で は、− 0．29± O．10で あ っ た。二 分脊椎児 の 麻痺 レベ ル と

体温変化 は、Th12 （
− 0．23 ± O．77度）L4 （

− O．41± 0．62度）L5
（
− 0．16± 0．45）L5 （

一
 ．34± 0．49度）で あっ た 。

［考察 ］障害 の ある 幼児 を対象 と し て 水 巾運動 を行 な う際、児 の

持つ 固有の特性、プール 環境な どの 条件に よ りプ ロ グ ラ ム 内容 の

調整が 必 要 で ある。特 に二 分 脊 椎児は 体温 調 節機能 に 障害 を も つ

こ とか ら水温 、入 水時間へ の 配 慮が 必要で ある。今回の 結果 は 4

例全 て に 低 下が認 め られ 低下の 範囲は O．16 〜O．41度で あ っ た。平

均値 と して み る と脳性 まひ 児 よ り多少体 温 低下 の傾 向 にあ っ た 。

こ れ らの 指標 をもとに入水時間の 調整 な どが 可 能で あ り、運 動前

後 の 体温 測 定は コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グチ ェ ッ ク と して 簡易か つ 有用

で あろ う。

重度 重 複 障害児 の体 育 ・ス ポーツ

〜肢体不 自由養護学校に お け る実践 につ い て〜

松 原 　豊 　（筑波大 学附属 桐 が丘 養護学校）

　子 どもたち は本 来体 を動かす こ とが好 きで ある、重度重複障害
が あっ て も身体を動か し たい とい う要求は障害の な い 子 ど もと同

様 で ある と考 え、重 度重 複障害児 に 運 動や ス ポーッ の 楽 しみ を提

供 した い と考 えて い る 指導者 は多い と思 わ れ る。しか し、現 実に

は実践 に 結びつ か ない こ とが 多い よ うで ある 。 で は、どの よ うな

点 が バ リア に な っ て い る の で あ ろ う か。体育・ス ポ
ー

ツ の 指 導者

か らは 「障害の な い 人 を対象 と したス ポーッ を簡 単に する だ けで

は うま くい か ない 」 「障害の 重 い 子 ど もの 指 導が わか らない 」「重

度 ・重複 化 に対 応 した運動遊 びが知 りたい 」 な どの 意 見や悩 み を

聞 く こ とが 多い 。ま た、学校現場 で は児童 、生徒 の 重 度 ・重 複化

に 伴 い 運動 会な ど の 体 育 的 な行事 を と りや め る 傾向 もあ り、体

育 ・ス ポー
ッ 環境 は障害 の重 い 人たちに とっ て 乏 しくな o て い る

よ うで あ る。こ の よ う な原 因 の
一

つ と して ス ポ
ー

ッ とい う言 葉 に

対 す る固定観念が あ る と思 わ れ る。例 え ば、パ ラ リ ン ピ ッ ク を頂

点 とす る障害者ス ポー
ツ の領域 で は、競技 志向が 強い ほ ど、障害

が 軽 く、人 的 、物的、経 済的な環 境 に恵 まれ て い る 方が 有利に な

る傾向が あ る。ボ ッ チ ャ や電動車椅子 サ ッ カーな ど身体的 に 重度

な障害の ある 人 を対象 と した ス ボーッ も徐 々 に 広が りを見せ て い
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るが 、身体障害に併せ て 認知的な障害が ある 重度重複障害の ある

人 に 対 して は、種 目の 選択 肢、活動の 場や 機会、指導者等 の 点 で

課題が 多 く、まだ まだ 「SPQrしfor／UI」とい える 現状で は ない
。 重

度重 複 障害の あ る 人 が 適 切 にス ポ
ー

ツ ラ イ フ を楽 しめ る こ とが で

きる よ うなス ポ
ー

ツ 環境 を整 えて い くこ とは 重要 な課題 で あ り、
そ の た めに は卒業後 の ス ポー

ッ ライ フ の 基盤 と なる 学校期の 体育

実践 が重 要 とな る 。 そ こ で 今回の発 表で は、重度重複障害 の ある

子 ど もた ち を対象 と した体 育 ・ス ポ
ー

ツ の 活動内容 ・方法 に 関 し

て、本校の 実践 を中心 に 述べ た い 。

ら に 0〜51nに 要 した走行 時 間と20m 走行時間 に は有意 な正 の 相 関

関係 （男女 ともp〈D，001）に あ っ た こ とか ら、5m 走走行時 間 を用

い た 瞬発力の 評価 も可 能で ある と考え られ た 。 ま た我 々 が 提案 し

た 評価 テ ス トと筋 力 との 単相 関お よ び重相 関関係で は、5m 走行

テ ス トを 除い て 有意 な相 関 関 係が認 め られ な か っ た こ とか ら、筋

力の 優劣に関係せ ず、車い す操作技術 を評価で きる テス トで ある

と示唆 され た 。

脊髄損傷者 の体力 につ い て （フィ
ール ドテス トの結果 より）

肢体 不 自由の あ る重度知 的 障害生徒 の 日常的 な 運 動 習 慣 の 形 成 支

援　一支援ツール 「お手玉ふ っ きん」 を通 して一

高畑　庄蔵 （北海道 教育 大学札幌校 ）

　本研究 で は、肢体不 自由 を重複 する重度知的障害生徒 1名 を対

象 と して、家 庭
・
学校 場 面 にお ける 運 動の 実行経過 を報告 し検討

した。
　対象生徒 は指導 開始時、高等部 ユ年生 に在籍す る身体障害者手

帳1級 で、肢体不 白由、小脳失調性 四肢 麻痺に よ る両 上 肢移動機

能障害 を重 複す る重 度知 的障害者の 男子生 徒で あ っ た。まず学校

に お い て 「お 手玉 ふ っ きん 」 （高畑、2001 ） を支援 ッ ール と して

腹筋運動を指導 し腹筋運動ス キ ル の 獲得を目指し た。次に支援 ツ

ー
ル 「お 手玉 ふ っ きん」、「ふ っ きん チ ェ ッ ク シ

ー
ト」、「回数 シ

ー

ル 」を家庭 に導入 し、家庭場面 に お ける 対象生徒の 腹筋運 動の 自
発 を指 導 した。さ らに、母 親 に対 して 本 支 援 に関 す るア ン ケ

ー
ト

調査 も定期的 に 実施 した 。

　結 果、対象生 徒 は、「お 手玉 ふ っ きん 」 に よ る 腹筋運動 ス キル

を獲得 し、2 年 8 ヶ 月に わ た っ て 学校 ・家庭で 維持 され た。また

本研究で 設 定 した 目標、支援 ツ
ー

ル 、支援 手続 き、効果 に つ い て 、
保護者へ の ア ン ケ

ー
ト調査 で も肯定 的 な 評価 を得 た。肢 体不 白由

を重複す る 重度知 的障害生 徒 の 生 涯ス ポーツ の あ り方、生涯 ス ポ

ー
ッ を目指 した家庭 へ の 支援 と支援 ッ

ール の 役割 につ い て 考察 し

た。

○梅 崎　多美、北 村　 昭子、藤本　茂記

〔国立身体 障害者 リハ ビ リテ
ー

シ ョ ン セ ン タ
ー
）

【目的 】受傷 後の 経 過期 閲が 異 な る 脊髄損傷 者 を対象 に フ ィ ール

ドテ ス トを行い 、それ ぞ れ の 段階お よび機 能 レ ベ ル 別の 体力 に つ

い て 分析 した。
【方法1対象 は 男性 の 外 傷性脊髄損傷 者で 、受 傷か ら平均 U ．2 ヶ

月経過 した病 院 人 院患 者 109 名、受 傷か ら平均 37．7 ヶ 月経過 し た

更生訓練所 入所 者 91名、受傷 か ら平均135．7ヶ 月経過 した 車い す
バ ス ケ ッ トボ

ー
ル選 手38名で あっ た。測定項 目は フ ィ

ー
ル ドテ ス

トと して 20m 走、3 分問走、リピートタ ーン、握力、肩腕力、さ

ら に 入 院患者に の み ADL と体力の 関係に つ い て検討するた め BI
の 測定を行っ た 。

【結果 】全て の フ ィ ール ドテ ス ト項 巨にお い て、同 じ機 能 レ ベ ル

で 比 較する と、車い すバ ス ケ ッ トボ
ー

ル 選手、入所者、人院患者

の 順 に良 い 結果で あ り、3 つ の異 な る段 階の 間 に は有意 な差が 得

られ た。ま た、入院患者 に 対 して 実施 した ADL 評価の BI は、機

能 レ ベ ル が 良い ほ ど高 い 点 数で あ り、特 に 3分間 走 との 間 に高い

相関が得 られ た c

【結語 1 入 院 患者の 3 分 間 走 はADL を評価 する BI と の 間 に 高 い 相

関が 得 られ た こ と よ り、こ の 段 階に お ける 3分間走 は 体力 だ けで

は な く目常生活動作 を含 め た 評価 と して も使 用 で きる と示唆され

た。また、持久能力評価 として使わ れ て い る 3 分間走は、入 院患

者の よ うに車い す操作が 未熟 な段 階で は他 の 要因の 影響 を受 けや

す く、本 来漏定すべ き体力要素 を測定で きない 可 能性が ある。

車い す利用者の体力 ・運動能力評価 テ ス トの提案 （第 2報 ）
一各種 目 と筋 力 との 関 係

一
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【目的】医療体育研 究会 は 2000年に、「脊髄障害者 の 体力評 価基準

似 下、マ ニ ュ ア ル ）」 を作成 した。我 々 は こ の マ ニ ュ ア ル を用い

て 健常大学生 を対象 と した休 力評価 を 行い 、評価法 に 関す る 提案

を行 っ た。加 えて、車 い す操作性 を評価 する ための体力 ・運動能

力評価 テス ト 1：以下、評価 テ ス ト）を昨年 の 合同 大会 で 追 加提 案

した。こ の 追 加種 目 案で は、車 い すで の 方 向転換 や 障害物 回避、
傾 斜走行 な どを主 と して お り、車 い すを用 い た 凵常生 活 動作 を評

価 で きるので はない か と考 えて い る。今回の 目的は、健 常大学生

を対象 と した 追加種 目案 を実 施 し、筋力 との 関連 性 を調べ る こ と

で 車い す操作性評価の 可 能性 を検討す る こ とで ある 。
【方法 】対 象者 は健 常男子大 学生 54名 （平均年齢 18．4± 0．8歳 〉、
女子大学生 10名 （平均 年齢19，2± 1．7歳 ）で あ り、全 員 が 車い す

の 操作 に ある程度慣 れ て い た。測定 は マ ニ ュ ア ル の うちの 3種 目

（握 力、肩腕 力、20m 走 ）を実施 した が、20m 走で は 5m 、10m 、

15m 地点の 通 過時間 も測 定 した。また 昨年提 案 した評価 テ ス トの

5項 目 （5m 走 行 テ ス ト、リ ピートタ
ー

ン 、傾 斜走行テ ス ト、ジグ

ザ グ走行 テ ス ト、ゴ
ー一

ナ
ー

走行 テ ス ト） を実施 した。
【結 果 お よ び 考 察120m走 で は 男 女 と も、5−−10m 、10〜15m 、
15−−20m に 要 した走行時 間に は ほ とん ど差 は な く、また こ れ ら と

O〜5m に 要 した走行時 間 に は有意差 （p＜0．001）が 認め られ た。さ

車椅子バ スケ ッ トボ
ー

ル 女子 ナシ ョ ナル チーム の 体力 ・運動能力

に つ い て
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【は じめ に】今年、ATHENS 　2004　Paralympics　Gamesが 開催 さ れ、
日本 の 成績 は、メ ダル の 数で は 過去最 高の 成績 を収め た。しか し、
本研 究の 対象で あ っ た 車椅子 バ ス ケ ッ トボ

ール 女子ナシ ョ ナル チ
ー

ム （以下 「女子チ
ー

ム 」と い う）は、不十分 と言わ ざる をえな

い 結 果で あ っ た。こ れ は、国際的 な競技 レベ ル の 向上 に よ る とこ

ろ が大 きい とい え、わ が 国 の選 手強化 の体制 の 見直 しに つ い て課

題 を提供され た もの とい える 。　 わ れわ れは、昨年 より （財） 日

本 障害者ス ポ
ー

ツ協 会の 科学委員会 メ ン バ ーを中 心 と した 者 に よ

り、女子 チ
ーム へ の 科学的 支 援 を試 行 的 に行 っ た。今 回は、こ の

科学的支援の
一

部で あ る体力 ・運動能力 の 測定結 果に つ い て報 告

す る 。

【方法 】測 定 を行 っ た 選手 は 、当時 の 女 子 チ
ーム 18名 （31．9±

5．69歳） で 、測 定 は 2003年度 の 合 宿会 場及 び選 手の 近 隣に あ る 関

係大学で行っ た 。 体 力 ・運動能力の 測定項 目は、形態、筋 力、筋

持久力、光反応 時 間、最大酸素摂取量 （推定）、20　m 走 な どで あ

っ た。
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